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目的： 

本研究では、生殖補助医療妊婦における妊娠前のビタミン D 摂取と周産期予後の関連について調べました。 

 

方法： 

エコチル調査における生殖補助医療にて妊娠された単胎妊婦を対象としました。妊娠前食事の内容から、妊娠前の

ビタミン D 摂取量を計算し、５グループに分類しました。ビタミン D 摂取量が平均的な量のグループを参照としたとき

のビタミン D 摂取量が低いグループ、ビタミン D 摂取量が高いグループの早産、低出生体重の発症リスクについて調

べました。 

 

結果： 

本調査参加者のうち、生殖補助医療にて妊娠した 2698 人が解析対象者となりました。解析の結果、妊娠前からビタミ

ン D の摂取量が多いグループでは、平均的であったグループに比べて、37 週未満の早産のリスクが 2.1 倍であった

ことが明らかになりました。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

ビタミン D 摂取は生殖補助医療における着床率を上昇させると言われています。一方で今回の結果により妊娠前の

ビタミン D の摂取量が高いことにより早産のリスクが上昇することが示され、妊娠前の適切な栄養摂取の重要性を示

すものと思われます。本研究の限界はビタミン D の血中濃度を測定していない点です。ビタミン D は日光によっても

体内で合成されるため、食事によるビタミン D 摂取量と血液中のビタミン D の値には乖離がある可能性があります。 

 

結論： 

本研究から、妊娠前の過剰なビタミン D 摂取は周産期予後を悪化させる可能性が示唆されました。 

 


